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実験的感染におけろ細網内被

系の機能について

第1報 正常家兎におけるゴンゴー赤指数について
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                 ag 1章緒

 細網内被系（以下R．・E．S．と略す）がAschoff 1）

清野2）等によll）その意義が確定されてから以後

各方面より究明され，その機能も異物搬取作

用，琵疫休産生作用，解毒作川，酵素形成作用，

諸物質代謝作用，血球形成及び破壌作用，血液

無体成分に及ぼす作用等であるが，～古れらの諸

機能は何れも生体の生存上重要な意味を有する

ことは現在よく知られる所である．

 特にR．E． S．は各種伝染性疾患時にわいて防

禦器官として占める位置は極めて大なるものが

あり，從って同機能の清長の生体に及ぼす影響

も少なくないと考えられる．

 而してその機能検：査法に：も種々あり，

Eppinger＆St6hr：1）lcより鉄糖が用》・られて以

來異物撮取の度合を以て測定しようとする方法

が好んで用いられてbる．即ちRosentha14）の

フェノールフタレイン法，S axl－Donath 5）の脂

肪浮游液法，Adler－Reimann 6）のコンゴ・・赤法，

爾

今及び花沢7）の石炭酸フクシン法，杉山8）の二

三貧喰単葉法等枚挙にいとまのなb程である．

 就中，Adler－Re’lmannのコンゴー1赤法は色i素

が生体に無害で，且つR．E． S．に引取され易く

して変色し難く，比色にも便利であり測定値の

動揺もはげしくないというので，武田9）の如く

疑義をさしはさむ者もあるが，前述の諸法中現

在なおよく用v・られている方法である．

 著者は各種病原体感染家兎について，Adler－

Reimann氏法によるコンゴー赤指数を測定し．

同時に免疫休の産生朕態を観察してR．E． S．の

機能欺態を測り，該機能と各種症状，予後等と

の関係を実験的に研究するに先立ち，正常家兎

のコンゴー赤指数を測定し，一方R．E． S．封鎖

家兎におけるコンゴー赤指数の変化，冤疫体産

生状態の変化につbて観察したので～二～二に報告

する．

第2章 実験方法
1）実験動物

 2kg内外の雄性成熟家兎を選び購入後数日聞一定食

餌にて鯛育し，健康なることを確かめて使用した．

2）コンゴー赤法

 （：） コンゴー赤溶液の調製

 コソゴー赤はMerk製を用い，生理食塩水にて1％

溶液となし，使用前に120。C20分間加熱滅菌して用

いた，

 （b）実施法

 前記1％コンゴー赤を体重1k9につき1ccの割で家
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兎の耳翻脈に注入し，荘射後4分及び60分の2回に亘

り注射側と反対側の耳静脈を鋭利な：刃物で切り，流

れ出る血1液を，予め5％絢鷹酸ソーダ加生理食塩水

0・1ccを入れた目盛遠心管に1ccまで探り，生理食塩

水にて2倍に薄め遠心（2000回20分）してπ11漿を分離i

した．この血漿を1）uboscq氏比色計で4分後の血漿

を基準として60分後の血漿を比色し，4分後の値を1eo

とした時の60分後の値を以てコンゴ・…赤指数とした．

3）墨汁封民法

 紅花墨の2％生理食塩水液を1CO。C30分宛3回加熱

滅菌したもの10cc宛を毎日1回，連続3日間翻脈内

に注入した．

4）トリパン青封鎮法

 Merk製のトリパン青の1％生理食塩水液を100。 C

30分宛3回加熱滅菌し，墨汁と同標に乳脹内に注入した・

5）チフス・ワクチンの作製並びに接種法

 敢室在來のチフス菌（0901株）の1i科面を生理食

塩水10ccに浮游せるものを，56。C 30分間加熱し殺菌

せることを確かめた後，0・5％に石炭酸を加えたもの

を，墨汁亜びにトリパン青にて封鎮処置終了後24時間

目に家兎の静脈内にO・5cc宛接種し，同時に対照正常

家兎にも同量接種した．

6）凝集反応

 チフスワクチンを接種後1週間目に冷血しヴィOf 一

ル反応の様式により同菌株により家兎血清の凝集価を

測定した、

章3章実験成績
 先ず健康なる22頭の家兎について，午前中塞

腹時に前記の：方法によリコンゴー赤指数を計つ

第1表：正常家兎のコニゴ・・赤指数
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か所その域績は第1表に示す如くで，最高60．5，

最低47．0，霜曇50，8，なる値を得た．

 更に8頭の雄性家兎を選びその3頭にはトリ

パン青処置，3頭には墨汁処置を行った後，残

る2頭は無処置のままチフスワクチン05cc裏

面脹内に注入し，1週間後にコンゴ・・赤指数を

計った所，第2表に示す如く封鎖家兎では60．0

～66．6と著明な機能減退が認められ，これに反

し対照家兎においてはむしろ42．0，45．6と充進

が認められ1た．

  第2表：封鎖家兎のコンゴー赤指数

  ｝家兎番iL三とゴ＝塑塗一一

         封ee前1封ee後
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註． D431～D433 1ま｝、リノ9ン青圭寸鍔ミ家兎

  D434～1）436 1ま墨書十圭寸鎮家兎

  D437～D438は対照家兎
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 同時にチフス菌による凝集反応を試みた月1第  40～160倍，墨汁家兎では20～80倍なる価を得

3表に示す如く，対照家兎では320～’640倍の凝  た．

集価を得だのに反し，トリパン青処置家兎では

               第3表：チフス凝集素産生歌況
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註．1）431～3はbリパソ青封鎮家兎
  1）434～6 ｛ま墨ミ十圭「量鎮家兎

  D437～8は無処置対照家兎

第4章総括及び考按

 以上の実験を総括するに，22頭の健康家兎に

ついてそのコンゴー赤指数を測定せる所，最も

機能の弱いものは605，最：も充進ぜるものは

47．0なる値を示し，55．0以Eのもの3頭，50．0

～54．9のもの11頭，それ以下は8頭で李均50．8

なる値を得た．以上を按ずるに48．0～53．0が大

多数で，との値は杉山10），三好11）の述べたもの

より租ミ低く，木下12b，佐野1：1），山形ユ4）等の値

より梢ミ高い値を示し，楠原1’；）の報告に略ミー

致している，

 斯様に実験者により多少の差のあるのは，実

験材料，実験方法tc多少の差があることによる

と考えられるが，しかし何れも50．0前後を以

て正常値にしてV・る点は一致している．

 又同じ家兎について：も，気温，食餌，槍査時

間，季節等ICよっても影響をうけることは考え

られる．

 次にトリパン青，墨汁によりR．E．s．を封鎖

した各々3頭の家兎ではそのコンゴー赤指数は

封鎖前の平均，トリパン青49．9，墨汁50．3，封

鎖後はトリパン青62．6，墨汁64．3，を示し何れ

も強い機能低下を示していた．

 墨汁のR．ES．に対する態度については皇位

よりその報告は区々で必らすしも結論は一致せ

す，或る者は機能は詠進すると言い，或る者は

不変，或る者は機能が減退すると報告してい

る．とれは青木1‘；）によれば：墨の構成物質混合量

の相違によると設明しているが，著者の実験に

よれば塁汁に．おや・てもトリパン青と同様に機能

減退を認めた．

 との際2頭の対照家兎においては何れもR、

E．S．の機能の軽度の充進を認めたが，ヒれはワ

クチン注射による該系の刺戟によるZとと，同

時に起る発熱のためと考えられる．

 次にチフス菌の凝集価では対照の320～640倍

に比し｝リパン青の封鎖：家兎40～160倍，墨汁

封鎖家兎20～80倍と何れも著しい産生低下が認

められ岡田17）の報告と同様の結果を得た．

 即ち著者の実験せる所では，トリパン青叉は

墨汁により封鎖され允家兎においては琵疫休産

生低下を認めると同時にコンゴー赤法におV・て

も同様機能低下が認められた．
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第5章結
 各極伝染性疾患のR．E． S．機能を観察するに

先立ち，正常家兎のコンゴー赤指数を測定し併

せてR．E． S．封鎖のコンゴー赤指数並びに冤疫

体産生に及ぼす影響を槍し次の結論を得た．

 （1）22頭の健康家兎についてコンゴー赤指数

を測定せる所，55．0以上のもの3頭，50．0～54．9

論

のもの11頭，それ以下は8頭でrp均50．8なる値

を得た．

 （2）トリパン青，墨汁封鎖家兎にては対照に

比しコンゴー赤指数の上昇，凝集素産生の減退

共に著しきを認めた．
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